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【公表番号】特表2010-532442(P2010-532442A)
【公表日】平成22年10月7日(2010.10.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-040
【出願番号】特願2010-513953(P2010-513953)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｃ   7/264    (2006.01)
   Ｆ２３Ｒ   3/00     (2006.01)
   Ｆ２３Ｒ   3/60     (2006.01)
   Ｆ１６Ｂ   2/06     (2006.01)
   Ｆ１６Ｂ   7/04     (2006.01)
   Ｆ２３Ｑ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｃ   7/264   　　　　
   Ｆ２３Ｒ   3/00    　　　Ｄ
   Ｆ２３Ｒ   3/60    　　　　
   Ｆ１６Ｂ   2/06    　　　Ａ
   Ｆ１６Ｂ   7/04    ３０１Ｇ
   Ｆ２３Ｑ   9/00    　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月24日(2010.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２本の点火電極棒（４）と１つのホルダ（２）とを備え、該ホルダ（２）がバーナ（３
）の外側面に配置されているバーナ（３）であって、
　これらの点火電極棒（４）がそれぞれその外周の３つの支持点（１）でホルダ（２）に
よって固定位置に保持されていることを特徴とするバーナ。
【請求項２】
　３つの支持点（１）が点火電極棒の外周にわたって各支持点間の角度が１２０°である
ように分布されていることを特徴とする請求項１に記載のバーナ。
【請求項３】
　点火電極棒（４）がホルダ（２）内で軸方向にずれ可能に支持されていることを特徴と
する請求項１又は２に記載のバーナ。
【請求項４】
　各点火電極棒（４）がセラミック被覆（６）を有していることを特徴とする請求項１な
いし３のいずれか１つに記載のバーナ。
【請求項５】
　各点火電極棒（４）がホルダ（２）内に半径方向に弾性的に支持されていることを特徴
とする請求項１ないし４のいずれか１つに記載のバーナ。
【請求項６】
　前記ホルダ（２）が少なくとも１個の半径方向に弾性を有するクランプ（９）を有して
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いることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１つに記載のバーナ。
【請求項７】
　前記ホルダ（２）が１つの支えクランプ（８）と１つの止めクランプ（９）とを有して
いることを特徴とする請求項１ないし６のいずれか１つに記載のバーナ。
【請求項８】
　前記支えクランプ（８）と止めクランプ（９）が、各点火電極棒（４）がその外周の１
つの支持点（１）で支えクランプ（８）によって、その外周の２つの支持点（１）で止め
クランプ（９）によってその固定位置に保持される、ように形成され相対的に配置されて
いることを特徴とする請求項７に記載のバーナ。
【請求項９】
　前記ホルダ（２）が少なくとも２個の固定要素によってバーナ（３）の外側面に固定さ
れていることを特徴とする請求項１ないし８のいずれか１つに記載のバーナ。
【請求項１０】
　前記固定要素が締付けボルト（１０）であることを特徴とする請求項９に記載のバーナ
。
【請求項１１】
　請求項１ないし１０のいずれか１つに記載のバーナ（３）を備えていることを特徴とす
るガスタービン。
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